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〔将来像〕 
子どもから大人までが「めぐろの環境」について学び、自発的に環境にやさしい暮らし方

を賢く選択しています。一方、事業者においても環境に配慮した事業活動が浸透しています。 

目黒区エコプラザが地域の環境保全活動の拠点としての役割を果たし、多くの区民や団体

で連携した活動やネットワークの形成が見られ、活動の輪が広がります。 

〔取組⽅針〕 
こうした将来像を目標に、環境への気づき、環境にやさしい暮らし方の実践につながる学

習や体験の機会を増やすとともに、気づきから行動へ促すことができるよう、日常生活や事

業活動の中で実践できる仕組みづくりを行います。 

また、環境学習等に参加した人々が、地域の環境保全活動や人材育成に携わり、環境を守

りはぐくむことを地域に広げ、次の世代に伝えていく活動を支援していきます。 

 

 

 

 

  

環境を守りはぐくむ⼈を育てる 
基本⽅針５ ひとづくり 

（イラストはイメージです） 
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指標の評価 
：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項⽬ 基準 
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０２１ 
（令和３） 

年度末実績値 
⽬標 評価 

成果指標      

 
環境保全に関する取組
に参加したことがある
人の割合※１ 

２０１６ １４.４％ ９.４％ 増加 
 

取組点検項⽬      

 

出前講座実施回数（☆） ２０１０ 

小学校出前講座 

１５校７９４人 

小中学校出前講座 

４校２４２人  

 

その他出前講座  

２回３２人  増加 

 

子育てママの 

エコ入門 

１０組２０人 

子育てママの 

エコ入門 

２２組４７人  
 

 環境配慮活動団体数 
（目黒区エコプラザ支
援団体）（☆） 

２０１０ ８団体 ７団体 増加 
 

 環境配慮活動団体数 
（スイーパーズ活動団
体）（☆） 

２０１０ ３２団体 ３６団体 増加 
 

 環境配慮活動団体数 
（グリーンクラブ、公園
活動登録団体の合計数）
（☆） 

２０１４ １０７団体 １１１団体 増加 
 

 環境推進員ステップア
ップ講座・交流会参加者
数（☆） 

２０１０ ２０人 １４人 増加 
 

※１ Ｐ８１の区民に対する『環境に関するアンケート』の「２．環境にやさしい行動の取組状況について」の問７の★５マーク

の項目の集計結果から算出。 

 

 

２０２１（令和３）年度の成果 
 出前講座実施回数については、新型コロナウイルス感染症対策のため、回数が減少しまし

た。 

 環境配慮活動団体数について、環境に取り組む団体が着実に増加しています。 
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施策の⽬標 5-1  環境教育・学習の機会の充実 
 

施策の進め⽅  

地域の環境をよくしていくためには、環境保全の大切さや環境問題の現状を知り、家庭や

地域の中で環境に配慮した行動を積極的に進めていくことのできるひとづくりが何より重

要です。 

区では、これまでにも学校版めぐろグリーンアクションプログラムの推進等、学校におけ

る環境教育や、エコプラザを拠点とした講演会や講座の開催等に取り組んできました。 

今後も、学校やエコプラザを中心に、環境教育・学習の機会を幅広く提供していきます。

また、地域の主体的な環境学習への支援、自主的に活動できる人材の育成を進めていきます。 

 

●環境推進員の育成 
地域において積極的に環境保全活動を行うことのできる人材（環境推進員）を育成すること

を目的として、フィールドワークやグループ討議・発表等、全６回の連続講座を実施していま

す。 

２０２１（令和３）年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため中止となりました。 

 

●エコプラザを活⽤した環境学習 
環境に配慮した生活を提案するため、身近な体験を通し

て楽しく学べる、さまざまなテーマの講座・講習会を目黒

区エコプラザで開催し、参加人数は合計で９８９人でした。 

新型コロナウイルス感染症対策のため、一部事業が中止

となりました。 

 

 

＜環境学習の内容と参加⼈数＞ 

 

 

  

講座・講習会名 参加人数 

出前講座（小学校・高齢者センター等） ２７４ 

子育てママのエコ入門 ４７ 

修理コツコツ講座 ２１ 

何でもつくり隊 ３９７ 

サロン・エコライフ ７４ 

自然体験講座 ６ 

CＯＯＬ CＨＯＩＣＥパネル展 １７０ 

（合計） ９８９ 

＜何でもつくり隊「エコ布ぞうり」＞ （単位：人） 

＜サロン・エコライフ 

「紙パック de ランタン」＞ 
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●環境学習機会の提供 
自発的な環境活動へのきっかけとして、身近なテーマで大人から子どもまでを対象とした講

演会などの開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症対策のため、一部が中止と

なりました。 

 

講演会名など 内容 延参加人数 

環境講演会 「どうなの！？どうする！？プラごみ」 ３０人 

消費生活展 「私たちの消費行動で世界を変えよう」 約２００人 

 

●学校等における環境学習の推進 
学習指導要領に基づき、学校における環境教育の充実を図るため、持続可能な開発目標（Ｓ

ＤＧｓ）等の新たな視点を踏まえた環境教育について、教科の学習の中で横断的な取組を進め

ました。 

 

 

●多様な媒体を活⽤した環境情報の発信⼒の強化 
６月の環境月間に、総合庁舎本館西口ロビーで環境パ

ネル展を開催し、ハクビシン相談・捕獲事業、温暖化防

止対策、ポイ捨て防止、ＶＯＣについて等の啓発を行い

ました。 

また、エコプラザだよりの発行（計１２回）やホーム

ページなどを活用した、広報の充実に努め、目黒区エコ

プラザの利用促進を図りました。なお、さまざまな機会、

媒体を活用することで、環境情報の発信力を高めました。 

 

 

 

 

◇２０２２（令和４）年度に実施する主な施策の内容 

・２０２２（令和４）年度も、新型コロナウイルス感染症対策として、人が多く集う催しは

開催が難しいと考えられます。その中で、目黒区エコプラザに来館した方が気軽に学び、

その成果を持ち帰ることが出来るよう展示物やミニ講座「サロン・エコライフ」の充実化

を図っていきます。 

  

＜環境学習の内容と参加⼈数＞ 

＜⽬⿊区エコプラザの利⽤状況＞ 

利用項目 
登録人数 

／利用件数 

新規利用登録人数 １０４人 

活動室利用件数 １６９件 

図書貸出し件数 ２３０件 
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＜⽣ごみ堆肥化機械＞ 

施策の⽬標 5-2  環境保全活動の推進 
 

施策の進め⽅  
区民が環境教育・学習を通じて学んだことを活かし、地域の中で環境保全行動を実践して

いくことができるよう、自主的に活動する人材がリーダーとなって、地域で活躍する仕組み

を整えていきます。 

また、事業者も地域の一員として、事業活動における環境負荷の低減、環境への配慮に取

り組んでいくことも重要です。 

このため、区は、事業者への普及啓発、自主的な環境配慮行動への支援に努めていきます。 

 

●めぐろエコサポーター制度登録者への活動⽀援 
エコサポーター制度登録者は、２０２１（令和３）年度末で１１１人となっています。毎月

エコサポーターに情報提供を行いましたが、エコライフめぐろ推進協会のイベントや講座が新

型コロナウイルス感染症対策のためほとんどが中止となりました。エコライフめぐろ推進協会

ホームページ上にめぐろエコサポーター専用ページを作成し、情報の提供を行いました。 

 

●環境に配慮した事業活動の促進 
製造業、建設業、情報通信業及びものづくりにかかわる、

ソフト産業を主たる事業として営む区内中小企業の国際標

準規格であるＩＳＯ９０００並びにＩＳＯ１４０００シリ

ーズの取得に対して、費用の一部を助成しています。２０２

１（令和３）年度は申請がありませんでした。 

また、省エネルギーや緑化などの環境配慮行動に取り組む

事業者・団体を応援する、めぐろグリーンアクションプログ

ラム（事業所版）を推進しました。認定会を２回開催し、新

規認定が０件、更新認定が６件、中間報告が１件ありました。 

 

●⾃主的な環境学習の⽀援 
環境学習施設として、駒場野公園内に生ごみ堆肥化機械を

設置し、家庭から出る生ごみの堆肥化活動の支援を行ってい

ます。利用回数は４０回と、新型コロナウイルス感染症が発

生する前と同程度となりました。 

 

 

 

 

◇２０２２（令和４）年度に実施する主な施策の内容 
・エコサポーター制度登録者が自主的な活動に取り組めるよう支援していきます。 

・区内中小企業でものづくり事業を営む事業者に対し、国際標準規格の取得支援事業を行い

ます。 

・生ごみの堆肥化事業を引き続き実施し、自主的な環境学習を促します。 

＜めぐろグリーンアクション 
プログラム（事業所版） 
（認定事業所ステッカー）＞ 
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施策の⽬標 5-３ ネットワークの形成 
 

施策の進め⽅  

地域と地球の環境を守りはぐくむまちを実現していくためには、環境保全活動の輪を広

げ、さまざまな主体が連携して取組を進めていくことが重要です。 

このため、環境推進員や環境配慮活動団体のネットワーク化を図り、環境活動に取り組む

区民や団体どうしの交流、連携を促進していきます。また、区民、団体、事業者、区等が 

参加、話し合う場の提供等を通じてパートナーシップを構築していくことも大切です。 

さらに、他地域との連携により、行政の垣根を越えてあらゆる主体が連携し、広域的に環

境問題への対応を進めていくよう努めます。 

 

●環境推進員のネットワーク化 
環境推進員が、区や団体などと協力して地域で活動していくためのステップアップ講座や、 

交流会などを開催して、環境推進員が協力し合って地域で活動できるように、連携を図ってい

ます。２０２１（令和３）年度は、「ごみ収集の現場から見る目黒のごみ事情」をテーマにステ

ップアップ講座を行いました。 

●めぐろエコサポーター制度登録者への活動⽀援【再掲】 Ｐ５６参照 

●地域の環境保全活動の普及および参加促進 
２０２１（令和３）年度の「エコまつり めぐ

ろ２０２１」は地域団体と事業者団体、企業、

区が連携して、１２月での実施を計画し、新型

コロナウイルス感染症対策のため、パネル展で

の実施としました。１１日間の展示期間中、エ

コライフめぐろ推進協会の職員が来場者に詳し

く説明する場面もありましたが、人々の交流と

いう点では十分にはできない部分もありました。 

また、地域の環境保全活動の活性化につなげるため、幅広い環境活動に継続して取り組んで

いる区民・団体・事業者を顕彰する「エコ・チャレンジ顕彰」を、２００１（平成１３）年度か

ら開始し、２０２０（令和２）年度までに５７人の区民、５６団体、１４事業者の方を顕彰し

ています。２０２１（令和３）年度は、以下の１団体、１事業者を顕彰しました。 

 

＜被顕彰者及び顕彰理由＞ 

被顕彰者（敬称略） 顕彰理由 

株式会社ＢａｂｙＯｎｅ 
鷹番地域で小規模認可保育園を運営している傍ら、利用している

地域の公園のごみ拾い活動を行っており、区内の環境美化に大き

く貢献している。 

国立大学法人 東京工業大学 

総合安全管理部門 

環境報告書作成 

ワーキンググループ 

目黒区内にキャンパスのある同大学では、環境月間の時期に合わ

せて毎年環境月間特別講演会を無料で開催しており、周辺住民へ

の環境啓発活動に大きく貢献している。 
  

＜エコまつり めぐろ２０２１パネル展＞ 
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●区⺠・団体・事業者のパートナーシップによる環境施策の推進 
協働による環境保全活動の推進に向けて、目黒区環境審議会を２回（書面・通常）開催し、

環境保全施策についての情報提供や報告を行いました。また、区民や事業者などが参加し、地

球温暖化対策について話し合う場となる地球温暖化対策地域協議会を２回（書面）開催しまし

た。協議会では、「目黒区地球温暖化対策地域推進計画」の進捗状況を確認し、目標に向けた効

果的な取組について検討しました。 

＜⽬⿊区環境審議会の開催内容＞ 

回・開催日 内容 

第１回 

２０２１（令和３）年 

８月５日（木） 

（書面開催） 

報告事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供 

（１）第１１期目黒区環境審議会の任期及び過去の議題につ

いて 

（２）目黒区環境基本計画及び目黒区地球温暖化対策地域推

進計画の改定の進め方について 

（３）ハクビシン等相談・捕獲処分事業の実績報告について 

（４）中目黒駅東側指定公衆喫煙所の整備と運用開始につい

て 

（５）目黒区使い捨てプラスチック削減方針の策定について 

（６）令和３年度住宅用新エネルギー及び省エネルギー設備

設置費助成事業の実施について 

（１）「羽田空港のこれから２０２１年春号」について 

第２回 

２０２１（令和３）年 

１２月１日（水） 

審議事項 

 

 

報告事項 

 

 

情報提供 

 

（１）目黒区環境基本計画及び目黒区地球温暖化対策地域推

進計画の改定に向けた基本的方向について 

（２）目黒区環境審議会専門委員会の設置及び委員について 

（１）「令和３年度版めぐろの環境（環境報告書）」の発行に

ついて 

（２）民間の屋内型喫煙施設に係る整備費補助事業について 

（１）９月１０日都市環境委員会で資料提供した「羽田空港

のこれから２０２１年秋号」について 

 

●他地域との連携による取組の推進 
「めぐろエコの森」は、地球温暖化対策に係るカーボン・オフセット

25
を展望した事業の一

つとして、２０１０（平成２２）年度に友好都市である宮城県角田市の四方山の一角に創設し

ました。 

２０２１（令和３）年度は、植樹した樹木を生育させるため、生育の支障となる下草などの

刈り払いを実施するとともに、獣類による被害を防止するための忌避剤散布を行いました。こ

れらの「めぐろエコの森」整備事業は、みどり東京・温暖化防止プロジェクトの助成を受けて

実施しています。 

 

 
25 カーボン・オフセット：温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量の全部又は一部を他の場所での排出削減・吸収

量でオフセット（埋め合わせ）すること。 

＜めぐろエコの森＞ 

し ほ う ざ ん
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◇２０２２（令和４）年度に実施する主な施策の内容 

・環境負荷の低減や環境保全活動のための顕著な取組を行っている区民、団体、事業者な

どを顕彰し、地域における環境保全の取組意欲を高め環境と共存するまちづくりの推進

を図ります。 

・地域団体と連携し、支援事業を行うことで地域活動協力者の養成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発⽬標） 
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標 エスディージーズ）は、２０１５

（平成２７）年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発

のための２０３０アジェンダ」にて記載された２０１６（平成２

８）年から２０３０（令和１２）年までの国際目標です。持続可能

な世界を実現するための１７のゴール・１６９のターゲットから構

成され、地球上の誰一人として取り残さない（ｌｅａｖｅ ｎｏ  

ｏｎｅ ｂｅｈｉｎｄ）ことを誓っています。 

気候変動や廃棄物などの環境問題だけではなく、貧困や飢餓、経済成長やジェンダーに

至る広範な課題を網羅しており、環境・経済・社会の課題を同時に解決することを目指し

ています。 

ＷＥＢ JAPAN SDGs Action Platform（外務省） 

〔ＵＲＬ〕https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html 

トピックス 

エコライフめぐろ推進協会ホームページ 

〔ＵＲＬ〕https://www.ecolife-meguro.com/ 
ＷＥＢ 

エコライフめぐろ推進協会とは 
１９９５（平成７）年、区民・事業者・行政が連携してリサイクルを推進する組織と

して「リサイクルめぐろ推進協会」が設立されました。その後、２００５（平成１７）

年に環境全般にわたる事業を行う「エコライフめぐろ推進協会」へと改称し、環境問題

に関する情報の普及・啓発や環境保全活動をする区民や活動団体などへ支援を行って

います。 

２００６（平成１８）年には、区の指定管理者となり、目黒区エコプラザの管理運営

も行っています。 

協会では、エコまつり、環境問題に関する講座、ホームページ「めぐろスマートライ

フ」によるエコライフの提案などを行っています。また、目黒区エコプラザでは廃食油

やインクカートリッジなど、資源回収事業も行っています。 

一人でも多くの区民が環境にやさしいライフスタイルに関心を持ち、さまざまな立場

の人たちがつながっていけるネットワーク作りの拠点となる役割が期待されています。 




